
33

37 38
39

3536

6

8

7

日ノ出町
町内会館

5
4

11 19

18

21

321

9

12

29

黄金町交番

↑

13
14 15 16

25

2423

26
27

2822 3130

32

初黄町内会館

黄金スタジオ

黄金町エリア
マネジメントセンター

40 41

34

17
20

10

太田橋

黄金橋

子神社

福富町西公園

東小学校

野毛山公園

大岡川

平戸桜木道路
日ノ出町駅

京
急
線

至
横
浜
→

←至浦賀

黄金町駅

長者橋
末吉橋

イセザキ・モール

国道16号線

桜桟橋日ノ出湧水

KitchenGATE
横浜日ノ出町

旭橋

発行：初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会

黄金町エリアの最近の出来事や今後のイベント情報をお知らせします！

10 角田メガネ&Cafe（ハンドドリップコーヒーと
メガネの専門店）

11 柴垣理容院（横浜最古の理容店）
12 水辺荘（SUPツアー＆スクール会社）
13 アトリエ日ノ出町（絵画造形教室　貸し教室）
14 横浜SUP倶楽部（SUPスクール）
15 Tinys Yokohama Hinodecho（カフェ＆ホステル）

16 gallery made in Koganecho（ギャラリー）
17 Chair COFFEE ROASTERS（コーヒー焙煎所＆カ
フェ）

18 黄金町アートブックバザール（アート系書籍販売）
19 株式会社　佐野屋本店（駄菓子・玩具問屋）
20 小林紙工株式会社（パッケージ・ラッピング専門店）
21 （株）石井（衣料品店）
22 Farm Deli&Bar by yokohama vegemate 
project（Local&Organic 農家直営 野菜のデリと
ナチュラルワイン・自家製フルーツカクテル専門店）

23 縁とりー（焼鳥）

24 日ノ出町整骨院（整体）
25 永野鰹節店（だし材料専門店）
26 FOOTPRINT（アジアンリゾートDining）
27 ナマステポカラ（インド・ネパール料理）
28 株式会社塚田商店（はきものの卸売り）
29 WINE & CAFE Kanakoya（ワインバー）
30 CAFE GEEK（喫茶店）
31 ステーキ134（ステーキ店）
32 ビブラビブレ（インテリア雑貨・婦人服専門店）

33 日の出薬局（薬局）
34 笠原会計事務所（会計事務所）
35 庄兵衛（焼鳥専門店）
36 ミツワグリル（ハンバーグ）
37 第一亭（台湾料理）
38 遊膳グレビー（和洋会席のレストラン）
39 Southbound（アメリカンクラフトビール専門店）
40 シネマ・ジャック＆ベティ（映画館）
41 若葉町ウォーフ（劇場）

vol.140 2024年3月号
3月15日（金）～6月9日（日）　黄金町バザール2024 －世界のすべて
がアートでできているわけではない－
会場‖京急線日ノ出町駅・黄金町駅間の高架下スタジオ/周辺のスタジオほか
入場料‖1,000円　※高校生以下無料

3月31日（日）　のきさきアートフェア
アーティストやクリエーターのオリジナルグッズが並びます。
j詳しくは黄金町エリアマネジメントセンターのWEBサイト等で案内予定

毎月27日　防犯パトロール（15:00黄金町交番集合）
3月10日（日）14:00－17:00　はつこひトーク
若い世代による地域をテーマにしたトーク。
会場‖高架下スタジオSite-D集会場

3月30日（土）、4月6日（土）　勝手に桜まつり　ガラー
ジライブ
会場‖塚田商店前

3月31日（日）　はつこひ市場
黄金町のローカルマルシェ「はつこひ市場」を開催します。
会場‖高架下スタジオSite-D集会場、かいだん広場ほか
j詳しくは初黄日商店会のWEBサイト等で案内予定

4月20日（土）、21日（日）　第49回野毛大道芸
会場‖日ノ出町エリア、野毛坂通り、野毛本通り、横浜成田山
駐車場、のげシャーレ　他

5月19日（日）　大岡川水上劇場
会場‖横浜日ノ出桟橋

地域のイベント アートイベント

Koganecho 
Pick Up

■初黄日商店会加盟店
■ギャラリー、スタジオなど
■近隣の文化施設

金町エリアマップ金町エリアマップ

黄金町まちづくりニュース vol.140　発行・お問合せ：初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会、特定非営利活動法人黄金町エリアマネジメントセンター　
〒231-0054横浜市中区黄金町1-4先 高架下スタジオSite-B　TEL 045-261-5467　E-MAIL info@koganecho.net　WEB https://koganecho.net/　　デザイン：大村政之（クルール）

1 和泉屋（海鮮居酒屋）
2 ツチヤ商会（料理道具専門店）
3 大賀堂印房（はんこ専門店）
4 竹内化成株式会社（塗料販売）
5 （有）清水経師店（住宅建材販売、内装施工）
6 （株）浜屋商店（酒卸し）
7 有限会社成岡（総合リフォーム、テント張、
椅子張替など各種縫製）

8 マッスルぱっく
9 レストラン シャルドネ（洋食店）

　昨年協議会が発足して20年を迎えました。先ず
は20年間に渡りご尽力いただいた多くの方々に感
謝をするとともに、心より御礼を申し上げます。
　今回20周年実行委員会の委員長という大役をお
引き受けするにあたり、改めてこの20年を振り返
り多くの方々の努力によってこの街が再生してき
たと実感いたしました。
　そして式典当日、当時ご尽力頂いた横浜市の
OB、警察関係、街の方々のお話を伺い、まさに三
位一体となって様々な困難を乗り越え今の姿に
なったのだなと改めて感じました。
　さて、今後の20年を見据えた時、果たして我々
がすべき事は何なのか？
　今の子供たちに何を残せるのか？を考えた時、
彼らが「自慢できる街」を作っていかなければなり

ません。
　この街のポテンシャルは素晴らしいものがあり
ます。横浜の都心部にあり、山があり、川があり、
学校があり、交通インフラも整っています。それ
らを最大限に生かし、「暮らしやすい街づくり」を
目指していきたいと思います。安心、安全に日常
生活がおくれ、子育てができる事、災害時に心強
い支援が受けられる事、きれいな街である事、楽
しく余暇を過ごせる環境がある事など、20年前に
理想としていた街を築くために、この初黄・日ノ
出町環境浄化推進協議会の運営に微力ながら協力
していきたいと思っております。街の皆様には今
後ともご協力をお願いいたします。

20周年記念式典実行委員長　小林 直樹

初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会20周年を迎えて

グッドスキルマーク認定店であるハンコ屋
さん、大正時代から受け継がれ、現在4代目
とのこと。創業100年以上とのことですが、
戦争で焼けてしまって記録が残っていない
そうです。もともと馬車道で営んでいたそ
うですが、戦災で初音町へ来られました。
2年に一度の全国印章技術大競技会で毎回受
賞され、数々の賞のほかにも全国技能グラ
ンプリで1位の厚生労働大臣賞を受賞され
る技術の持ち主です。作品を拝見し、ハン
コは芸術だと感動しました。

ぶらり あんな店こんな店

大賀堂



思
う
こ
と

みんなで町を自慢しよう
盛りだくさんのイベントがある。それはもういろいろな国からアーティストがやって来る。
多くの人が頼りにしている問屋さんもある。
おいしい店も音楽もギャラリーもあって、世界的なアートフェスティバルも開かれる。
電車に乗れば横浜駅まですぐだし、みなとみらいなら歩いて行ける。
神社のお祭りも盆踊りもあって、参加してみれば町内会も楽しい。
小さな町なのにこんなにすごい町はない。もっとみんなで町の自慢をしよう！

小説家　阿川 大樹

20
年
と
い
う
月
日
は
、人
間
で
い
え
ば
、

生
ま
れ
て
か
ら
成
人
す
る
ま
で
の
時
間

で
す
か
ら
、
初
黄
・
日
ノ
出
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ま
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か
ら
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よ

う
や
く
成
人
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迎
え
ま
し
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。
以
降
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
時
代
と
も
い
え
ま
す
。次
の
20
年
は
、

こ
の
ま
ち
に
関
わ
る
人
た
ち
が
対
話
を
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関
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合
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っ
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ほ
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っ
て
い
ま
す
。

神
奈
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大
学
　
准
教
授
　
上
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也

こ
の
た
び
は
、
20
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
地
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を
知
っ
た
の
は
、
中
学
1
年
ぐ
ら
い
の
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、
父
親
か
ら
「
見

る
な
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対
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く
な
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と
言
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れ
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危
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い
所
が
日
本
に
あ
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の
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と
、
思
い
ま
し
た
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都
市
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備
局
へ
配
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係
長
で
4
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の
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せ
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こ
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地
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か
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も
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し
て
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き
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し
つ
つ
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賑
わ
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に
創
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し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

横
浜
市
都
市
整
備
局
都
心
再
生
課

地
域
再
生
ま
ち
づ
く
り
担
当
課
長
　
遠
藤 

信
義

協議会設立から20年間お疲れ様です。今ま
で色々な世代でまちづくりに取り組み続けて
きた20年、行政と県警とNPOと地域住民が
この町を思い続けてきた賜物だと思います。
地域住民の私としては行政と県警とNPOの
方々に20年間も力を注ぎ続けてくださった
事に感謝しかありません。これからも協議会
発足当時の思いを忘れる事なく世代を繋いで
仲間を増やして健全なまちづくりを次世代に
繋いで行きたいです。

日ノ出町町内会　佐野 文昭

「
バ
イ
バ
イ
作
戦
会
識
」
か
ら
は
や
20
年
が
経
ち
、
今
で
も
県
警
の
方

が
一
斉
取
り
締
ま
り
の
た
め
初
黄
町
内
会
館
で
夜
を
徹
し
24
時
間
体

制
で
警
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さ
れ
て
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た
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鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
式
典
に

出
席
し
て
、
改
め
て
様
々
な
ご
苦
労
の
末
、
今
の
街
に
な
っ
た
こ
と

を
思
う
と
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
私
事
な
が
ら
、
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
大
岡
川
の
ほ
と
り
を
今
は
亡
き
主
人
と
リ
ハ
ビ
リ
を
兼

ね
て
四
季
折
々
の
景
色
を
眺
め
な
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ら
、
昔
の
思
い
出
や
ほ
ん
の
些

細
な
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
散
歩
す
る
幸
せ
の
時

間
を
持
て
た
こ
と
に
重
ね
て
深
く
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

街
を
地
元
住
民
と
し
て
、
孫
子
の
代
ま
で
も
素
敵
な
散
歩
の
で
き
る

街
、
活
気
の
あ
る
街
で
あ
る
よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
黄
町
内
会　

長
門
石 

里
子

協議会設立20周年おめでとうございます。協議会、NPO、警察、
行政などさまざまな方達の努力もあり、初黄・日ノ出町エリアの
状況は、バイバイ作戦のころと比較すると、大きく変わりました。
しかし、安全安心のまちづくりが基本であることに変わりはあり
ません。世代交代、組織としての自立、新たな課題への対応など、
取り組むべき課題は多いと思いますが、基本を大事にしつつ協議
会の活動が発展していくことを祈っております。

横浜市立大学　教授　鈴木 伸治

協議会20周年に際し、私からは協議会や地域の皆様にと
にかく感謝を申し上げたいです。ただ憧れで横浜に来た私
に、まちづくりや地域活動のいろはを教えてくれました。
市職員として担当できたことも幸甚でした。この街で実感
したのは、まちづくりは何十年スパンでの継続が必要とい
うことです。間違いなく、20年前とは何もかもが大きく変
わりました。なので、さらに20年後には初黄・日ノ出町
はとんでもない街になっていると確信しています。

前・横浜市都市整備局都心再生課
地域再生まちづくり担当係長　小谷 友介

本年2024年の3月15日から6月9日までの期間、アートとコミュニティ
の関係やアジアとの交流をテーマに2008年よりスタートしたアート
フェスティバル『黄金町バザール』が、ここ黄金町を舞台に開催されます。
15回目を迎える今回のテーマは「世界のすべてがアートでできているわけ
ではない」というもの。現在、そしてこれまでに黄金町に関わりのあった
アーティストをはじめ、アジアや横浜、他都市よりアーティストを招聘し、
いくつかの章立てに分け多様な表現を紹介していきます。加えて、黄金町
のまちづくりの歴史を振り返り、その20年の軌跡を辿ります。

ハシグチリンタロウは1985年長崎県生ま
れのアーティスト。戦後の様々な前衛芸術
運動、とくに書家・井上有一の「書は万人
の芸術」という考えに触発され、「日常を生
きる為のエネルギー」としての書を展開し
ています。筆の代わりにタオルを使って豪
快に書き上げる制作スタイルは、10代の頃
から彼が愛する「PUNK」の精神に貫かれ
ているといいます。リサーチの旅では、幸
運にも彼が制作を行っているアトリエに実際に訪れることができ、その際、
作品ができ上がる瞬間を直接目撃することができました。ハシグチは今年
の3月末に黄金町を訪れ、公開制作を行う予定です。彼の豪快なパフォーマ
ンスと共に、作品が立ち上がる瞬間を是非お見逃しなく。

20周年に
黄金町バザール
2024 開催

九州と東北で活動するアーティストたち

井上修志
『トンネルの植物は今日も青い』
2023、インスタレーション

リサーチ風景

制作パフォーマンスを間近で目撃

絵：竹本真紀

井上修志
Shuji Inoue

ハシグチリンタロウ  
Rintaro Hashiguchi

井上修志は1995年宮城県生まれのアーティス
ト。自身が持つ3.11の経験から社会の脆さや
危うさ、また対峙する社会と自然の構造に興味
を持ったといいます。これまで公共空間に作品
を持ち込み、場所で物理的に規定される事、或
いは場所へ依存する作品を多く手掛けてきま
した。空間が持つ歴史や意味性を紐解き、自ら

のフィルターを通して
現在と接合。日常生活
で不要になった物や廃
棄物などを素材とした
彫刻作品やインステ
レーション作品を作り
上げます。今回の黄金
町バザールでは、土地
や地域のリサーチを行
い、それをもとにした
新作を発表予定です。
こちらもすごく楽しみ
です。

今回の黄金町バザールに向けて、
昨年2023年の春に東北を、秋に

は九州のアートシーンのリサーチツアーを敢行しまいた。東北
では福島-岩手-青森-秋田-山形を、九州では福岡-佐賀-長崎
-熊本-大分の各県を回りました。美術館や美術大学やギャラ
リーをはじめ、アートフェスティバルやレジデンススペース、
またアーティストのアトリエなどにもお伺いし、それぞれの土
地のアートシーンについて沢山のお話を聞きし、アーティスト
の活動を調査してきました。そうしたリサーチを重ね、『黄金町
バザール2024』では九州からは3組、東北からは2組のアー
ティストを招聘することが現時点で決定しています。今回は、
招聘作家の中から、長崎県出身のハシグチリンタロウと宮城県
出身の井上修志を紹介します。
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